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教育環境の変化
教育の変化の要因
コロナショック
高校教育と大学教育、大学入試の一体改革
学習指導要領施行 小学校令和２年、中学３年、高校４年
新たな学習指導要領の検討開始 令和12年を目指して

在籍の変化 少子高齢化－異次元の少子化対策は?

高校生への、国の就学支援金と埼玉県独自の支援金
    26年度から就学支援金は45万7千円に?

国連のSDGSに参加 持続可能な1７の開発目標
民法改正 令和４年、同時に刑法も
AIの進歩－自動運転・チャットGPT

 高学歴社会の到来

社会の変化と教育への影響



令和7年度小学6年生について

⚫少子化はいよいよ進行 出生 103万人

小６ 101万人（前年102万7千人）

うち公立99万9千人

6年度出生68万6千人 死亡160万5千

⚫現行の学習指導要領は

小学校 令和2年度、中学校3年度、高校4年度から

学習指導要領の改訂の目玉
英語の授業を拡大，
グローバル，ＩＣＴ教育，探求，情報

新学習指導要録
評定 1 知識・理解

2 思考・判断・表現
3 主体的に学習に取り組む態度

少子高齢化



埼玉県 在籍の変化と私立中学校の発展

令和6年度公立小学校６年生在籍 5万9656人

 公立中学校入学者 5万5711人

約3，945人が転出 全県平均7.1％(前年6.6％)

これ以外に 大宮国際・市立浦和・川口市立

転出者が多い市町村
①和光15.7％ ②日高15.5% ③志木3.6％ ④三郷12.6％
⑤戸田10.9％ ⑥蕨10.7％ ⑦所沢10.5% ⑧さいたま10.4%
⑨川口9.9％ ⑩三芳9.6％ ⑪朝霞9.2% ⑫新座8.6%など
人数では さいたま市1074+240 川口市440+80

私立中学 約３５００人
国・県・市立 約６００人

令和7年度

小学校６年生 5万9610人



東京都 在籍の変化と私立中学校への進学

令和6年3月公立小学校卒業生 9万7572人

国・私立・他県中学入学者 2万2286人 22.8%

都立・区立一貫 1,762人 1.8%

私立進学者が多い区
①中央52.6％ ②港51.9％ ③文京51.5％ ④千代田45.0％
⑤目黒43.3％ ⑥渋谷43.2% ⑦世田谷40.8% ⑧新宿39.4%
⑨豊島39.4% ⑩品川38.0% ⑪武蔵野市35.0% ⑫杉並34.3%
荒川23.5% 北28.0% 板橋19.2% 葛飾15.7% 足立14.2％など

都内私立中学 約1万9655人
国・区・都立 約2200人

令和7年度

小学校６年生 １０万１５９人
小学校５年生 １０万８６２人



2025年中学入試はどうなったか？

52,300名
首都圏の小学生の
5.5人に一人が

私立･国立中学を受験

15,047名
首都圏の小学生の
19.2人に一人が

公立中高一貫校を受検

私立中･国立中･公立中高一貫校合わせて、約60,347名（推定）

首都圏の小学校卒業生数288,951名

首都圏の小学生のおよそ4.79人に一人が中学受験（受検）
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私立･国立中と公立中高一貫校の併願者数は？

私立･国立中
受験者数〈推定〉

43,700名

公立一貫校
受検者数

17,493名

公立中高一貫校
受検者における

私立併願者数〈推定〉

約4,000（23％）

私立･国立中
受験者数〈推定〉

52,300名

公立一貫校
受検者数

15,047名

公立中高一貫校
受検者における

私立併願者数〈推定〉

約7,000（47％）

2016年 2025年
公立一貫校の
みの受検者数

8,047名
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公立一貫校の
みの受検者数

13,493名



公立中高一貫校に合格する子どもはわずか

思考力

く

2025年/公立中高一貫校の
入学者選抜(適性検査)状況

●志願者  15,589名（1,851名）

●受検者 15,047名（1,823名）
●合格者 4,114名（ 400名）

●不合格者  10,933名（1,423名)
()内は埼玉県



偏差値の分布と意味づけ

⚫偏差値は相対評価

７０以上 ２．３パーセント
６５～６９ ４．４パーセント
６０～６４ ９．２パーセント
５５～５９ １５．０パーセント
５０～５４ １９．１パーセント
４５～４９ １９．１パーセント
４０～４４ １５．０パーセント
３５～３９ ９．２パーセント
３０～３４ ４．４パーセント
３０未満 ２．３パーセント 0
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高校入試と中学入試の「偏差値」の違い

高校入試の偏差値

⇒ほとんどの
中学3年生
が受験

偏差偏
50

⇒ほんの一部の
小学6年生
が受験

中学入試の偏差
値

偏差偏
50

18.10％



令和７年度の県内一貫校の現状

・ 伊奈学園 CD型

・ 市立浦和 CDE型

・ 大宮国際中等 CDE型

・ 川口市立 CDE型

受験372人 一次合格204人 二次受験169人 合格80人

受験489人 一次合格240人 二次受験184人 合格80人

受験生、レベルは安定

受験生、レベルは安定

受験614人 一次合格400人 二次受験284人 合格160人

受験生、レベルは安定

受験348人 一次合格197人 二次受験191 合格80人

受験生、レベルは安定



公立一貫校入試の内容
・適性検査A 複数の文章を読み取る力や自分の意見を

表現する力をみる（読解＋作文440字） 

・適性検査B 図、資料を読み取る力、読み取った情報

を考察し、課題を総合的に解決する力をみる

（総合・算理社）

・適性検査C 複数のデータを客観的に分析し、数的処

理を通じて論理的に考察する力をみる（総合・算理）

・適性検査D 資料や文章などを読み取る力や自分の意

見を表現する力をみる（読解＋作文350字、総合・社）

・適性検査E 日常の経験や学習を通じて身につけたこと

を活用し、的確に判断する力や結論を導き出す力をみ

る問題（総合・生活）



国・公立一貫校入試の注意事項
・入試は 適性検査型、教科横断方式

・報告書(調査書)を提出する

・適性検査・(面接)・報告書の組み合わせ
による選抜

・男女合同選抜 川口市立・伊奈学園

・募集範囲 全県 伊奈学園・川口市立
さいたま市 市立浦和・大宮国際

・繰り上げ合格あり 電話による



令和８年度入試 私立中学併願受験の勧め

入試日程は

埼玉１月１０日から

千葉１月２０日から

東京２月１日から

適性検査型採用校は

資質や総合力を評価

不利にはならない

２科・４科・英語型受験には

特別な対策が必要

公的な助成金

東京都申請すれば年額10万円の助成

全国 家計急変世帯 年額33万6千円

高校入学後は全世帯 授業料45万7千の支援



令和８年度入試 私立中学の動向
多様化する適性検査型入試  東京

足立、京華、京華女子、聖学院、日大豊山女子、白梅清修

東京家政学院、駒込、城西、文京学院大、東京家政大、

北豊島 淑徳小石川、中村、成立、上野学園、工学院大 他

・ポテンシャル 中村、文京学院大

・BaM表現力 女子聖学院

・共同作成型 佼成学園女子

・思考力型・表現力型 聖学院

・プレゼンテーション 日大豊山女子、国士館、駒沢女子

・DL入試 東京成徳大

埼玉でも適性検査型は増加

・浦和実業学園、武南、西武学園文理、西武台新座、

聖望学園、大妻嵐山、細田学園 他

・まなび力 大妻嵐山 ・プレゼンテーション 聖望学園



私立中の令和７年度入試から

適性検査型入試の受験者と合格者の一例から

 募集 応募 受験 合格 受験日

白梅清修 適性  15   52   52   45  2/1PM

中村      適性  15    29 26      17     2/1

上野学園  適性           69    58   49     2/1

駒込    適性  20   173 170     89  2/1

桜丘  適性A 30  147  142      54     2/1

東京家政学院 適性40   76    75      74     2/2

浦和実業 適性 10  459 455 333  1/10PM

西武文理 適性 25 493 478    469     1/18 

埼玉１/10～ 東京2/1～ 実施解禁日





大学入試傾向等

方式別合格者の割合

国・公立大学

一般選抜 75~80% 共通テスト＋個別試験

学校推薦型 15~20％ 指定校、公募推薦

総合型選抜 5％未満  旧AO入試

私立大学

一般選抜 40~50％ 共通テストを含む

学校推薦型 30~35％ 指定校推薦が中心

総合型選抜 20~25％ 形式も多様化、増加傾向

少子化に伴い12月までに決定する学校推薦型と総合
選抜が増加。中堅私大では6割を超えるケースも



令和7年3月の高校卒業生の進路 埼玉県

全日制・卒業生5万275人（入学者５万4250人？）

大学（大学・短大）進学67.8％(大学65.2％,短大2.2％)

公立59.5％ 私立 83.2％ 66.7%

専門学校進学 15.2％ 浪人 6.3％

就職 9.1％ 5.7%

国公立大現役合格は4.6％

6年3月全国平均の大学等進学率は61.9%

埼玉は全国6位

1-東京74.2  2-京都74.0

3-神奈川68.1 4-大阪67.6

浪人を含めた大学・短大進学者（在籍比率・全日制）
全体７０．８％（男７２．４％ 女６９．０％）
公立６２．４％ 私立８６．６％

大学進学者の９６．４％が大学
女子の進学率は６９．０％，
うち９２．８％が大学へ



首都圏模試
入試講演会

令和8年度 中高一貫校の入試の現状

《9月21日浦和実業学園中会場》

ご清聴ありがとうございました

岩佐教育研究所 岩佐桂一
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